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特集(再 録)

原子力教育研究に貢献 した半世紀

伊藤 哲夫

近畿大学原子炉は、1961年(昭 和36年)11.月

11日 に 日本 にお ける大学そ して民間原子炉第1号

(当時最大熱出力0.1W,現 在1.OW)と して東大

阪市(当 時布施市)の本学本部 キャンパ ス内で初 め

て臨界に到達 し、以降教育 ・研究用原子炉 として

少なか らず 日本の原子力の発展のため、研究、人

材育成、原子力知識普及活動に貢献を果た し、昨

年(平 成23年)11月110に 大過な く近畿大学原

子炉運転開始50周 年 を迎 えた。

一時
、わが国の大学原子炉は、近畿大学をは じ

め、立教大学(1961年12月 初臨界、定格熱出力

100KW)、 武蔵工業大学(1963年1月 初臨界、定

格熱 出力100KW)、 京都大学のKUR(1964年6

月初臨界 、定格熱出力5MW)お よびKUCA(1974

年8月 初臨界、定格熱出力100W)、 東京大学の弥

生(1971年4.月 初臨界、定格熱出力2KW)の6

基があ り、教育 ・研究に活用 され 、多 くの原子力

技術者 を育成 してきた。

しか し、さま ざまの理由か ら2001年12月 に立

教大学、2003年5.月 に武蔵 工業大学が廃炉 を決 め、

そ して昨年(平 成23年)3月 に東京大学が原子炉

運転永久停止 を決定 し、相次いでわが国の大学原

子炉が3基 姿を消 した。現在 、近畿大学 と京都大

学の合計3基 の原子

炉がわが国の大学の教育 と研 究に活用 されてい る。

1960年 代後半か ら80年 代前半までは、原子力

関連の就職先 もよく原子力技術者 を目指す学生数

も安定 していた。90年 代後半か ら不況も伴 って減

少傾 向 とな り、2000年 代前半か ら半ばには原子力

を 目指す学生数が激減 し、原子力関連学科の廃止

または改組 が加速 された。

しか し、2000年 代後半から2011年3月11日

までは、二酸化炭素削減、石油価格の高騰 、化石

燃料枯渇への懸念な どか ら中国、東南 アジア、中

東 に至 るまで世界的にエネル ギー源 として原子力

発電 を採用す る国々が増 え、世界的な原子力ルネ

ッサンス時代を迎 えていた。 日本 もその動向に追

従 し、原子力を目指す学生数 も右肩上が りとな り、

原子力関連学科 も新たに創設 され 、原子力に さわ

やかな順風が吹 き始めた。

近畿大学原子炉は、この華々 しい時期に臨界50

周年 を迎 えようとしていたが、東 日本大震災に伴

って発生 した大津波 により、東京電力福島第一原

子力発電所事故が起 き、 日本 においては世の流れ

が一変 して しまった。だが、世界は、今 なお原子

力に対 して大きな期待を寄せ ているの も事実であ

る。

大きな事故 を起 こして しまった 日本であるが、

世界は、きっ と日本人は しっか り事故を検証 し、

しっか りした原子力技術者 を育成 して世界一・安全

な原子炉 を作 る技術 を構築 して くれるだろ うと期

待 しているものと私は考 えている。

この ような厳 しい時期 に臨界50周 年 を迎 えた

のを契機 に、原子炉が導入 された当時、 さらにこ

この再録は月刊エネルギー ・レビューr特 集」2012年7月 号,「 原子力教育研究の半世紀」に掲載されたものを,株式会社

エネルギー レビュー一センターの許可を得て転載するものである。

19



原子力教育研究に貢献 した半世紀

れまで行 ってきた研究、教育、原子力知識普及活

動等 を振 り返 り、引き続き本学研 究所が取 り組む

べき役割 と使命 を考えたい。

1.原 子力研究所の設立 と原子炉の導入

近畿大学初代総長世耕弘一(当 時経済企画庁長

官)は 、昭和34年5月 、東京晴海 で開催 された国

際見本市の米国館 に展示 された教育 ・研究用原子

炉UTR(UniversityTeachingandResearch

Reactor)を 視察 し、エネルギー資源に乏 しい 日本

は将来必ず原子力が重要なエネル ギー源 になる と

の考えで、原子炉 の購入を決意 した。

早々、総長は研 究所設置準備委員会を発足(昭

和34年5.月)し 、翌昭和35年4.月 に原子力研究

所を原子力に関する研究 ・教育を 目的 とする全学

共同利用施設 として設立 し、また同時に理 工学部

に原子炉工学科を設立 した。総長は、自ら研究所

所長 とな り、原子炉の建設 ・運営に当たった。近

畿大学原子炉は、 日本 における民間 ・大学原子炉

第1号 として昭和36年11月11日20時53分 に

最大熱出力0.1Wの 初 臨界に到達 した(図1)。

2廷):53c我r顎cA葺ズ

世耕弘一が原子炉を導入 した経緯

(世耕弘一回顧録よ り)

昭和30年 頃、原子力 の平和利用は世界の潮流 と

な り、わが国でも原子力基本法が公布 され、鳩 山

内閣は原子力委員会 を設置、後 を うけた岸 内閣 も

原子力発電の推進 を国策 として掲げた。 昭和32

年 には東海村 の 日本原子力研 究所で、国内初の原

子 の火(JRR-1)が ともされた。この ころから世

耕弘一は、「空前絶後のエネル ギー革命 が到来す る。

原子力はその担い手 となる」 と確信 していた。昭

和34年1月 、岸信介は内閣改造を断行、国務大臣

(経済企画庁長官)に 世耕弘一を任命 した。

この年の5月 、東京 ・晴海で国際見本市が開か

れ、世界75力 国か ら6000人 近いバイヤーが集ま

った。見本市の 目玉は、アメ リカが出展 した教育 ・

研究用原子炉UTRだ った。 このUTRは 会期中

の18日 間、実際に稼働 し、昭和天皇 も会場を訪れ

て 原 子 炉 を 視 察 さ れ て い る(写 真1)。

写真1昭 和34年5月 東京晴海の東京国際見本市にてUTR原

子 炉展示(昭 和天皇 ・皇后両陛下が御高覧)

このUTRは 、アメ リカが 自国の原子力産業を

全世界に宣伝す る使命 を担 っていた。事実、東京

の見本市が終わ り次第、エ ジプ トのカイ ロにデモ

ンス トレーシ ョン用 として送 られ る手はず となっ

ていた。

それ を百 も承知 で世耕弘一は、時の原子力委員

長の三木武夫(後 の総理大臣)にUTR原 子炉の

購入を頼み込んだのである。

世耕弘一 と三木武夫は旧知の間柄、 クリーンな

政治姿勢 も合い通 じ、二人の呼吸はよく合った。

とはい え、ことは一国の原子力政策にかかわるこ

と、 しか もアメ リカも関与す る問題であ り、簡単

に 「ああ、いいよ」 とい うわけにはいかない。

しか し、一年後、UTRの 製造 メーカー と近畿

大学の問で売買契約がま とま り、その直後 の昭和

20



Vol.49(2012) 近畿大学原子力研究所年報

35年8.月 、国は近畿大学に原子炉の設置を認 可 し

た。

二人の政治家の問で どんなや り取 りがあったか

は不明だ。 しか し世耕 弘一の 「民間原子炉第一号

で、近畿大学が技術者 を育成す る」 との教育家 と

しての情熱、それ に打算のない無私の姿勢が、三

木武夫 と総理の岸信介 を動 か したことはほぼ間違

いない。 まさに近畿大学原子炉は、世耕弘一の実

学教育への執念が獲得 した宝物 と言える。

設置工事は秋か ら始まったが、当時は原水爆禁

止運動が最高潮に達 していたため近隣住民の反対

運動があ り、また、学内か らも"原 子炉金食い虫

論"が 上が るなど、さまざまな困難 をともなった。

いわば四面楚歌の状況だったが、「科学 を実践に

移すべ し」を持論 とす る世耕弘一は 「第三の火 は

人類 の明 日のエネルギーだ」の 自説 をかかげて、

自ら反対派を説いてまわ り、正面突破 をはかった。

翌年、原子力研究所 を設 立、 自ら初代所長 に就

任 、昭和36年 に理工学部に原子炉工学科を開設 し

た。学科名をめぐっては 「原子炉工学科」か、あ

るいは 「原子力工学科」か、学内でかな り激 しい

論争があったが、

「近畿大学がめざすのは、原子炉の現場の高度専

門技術者だ」

この世耕 弘一の一言で、ア ッサ リとケ リがつい

たとい う経緯 がある。

総長世耕弘一 は、先見の明をもって世 を見つめ、

教育者 と してまた政治家 として、ぶれ ることのな

い信念の もと近畿大学原子炉 を創設 された。我々

は、その精神 をしっか りと受 け継 ぎ、ぶれ ること

なく、 日本いや世界の原子力教育 ・研究そ して原

子力知識普及のために貢献 していかねばな らない

と考 える。

2.近 畿大学原子炉の特徴

近畿大学原子炉(UTR-KINKI)は 、1950年 代

後半、米 国アル ゴンヌ国立研究所 のアルゴノー ト

原子炉を原型 として、アメ リカ ンスタンダー ド社

に よって開発 された教育 ・研究用低出力原子炉で、

軽水減速黒鉛反射非均質型熱 中性子炉 と呼ばれて

いる。 このタイプの原子炉は、世界 にい くつかあ

るが、最大熱出力1Wの 低 出力で運転 しているの

は、本学 だけであると聞いてい る。 この炉の特徴

は、

①最大熱出力1Wと い う極低出力炉であ り、熱

の発生がな く、ウランの燃焼が微量(50年 運転で

U235燃 焼量約1mg以 下)で あるため核分裂生成

物の生成が極微量で、そのため炉心への接近 も燃

料操作 も容易である。 しか も、炉心構造も極 めて

わか りやす く、約20分 程度でフルパ ワー とな り、

学生な どの教育 ・訓練に適 した原子炉である。

②炉心は2分 割 されているため、大型試料の照

射 も可能 であ り、また、分割炉心問の中性子分布

が平坦で ドライ領域であるため、速中性子成分が

比較的人 きい(写 真2)。 このことか ら、炉物理実

験、生物実験や放射線計測器の校正などに適 した

研究炉である。

灘

3.原 子力実践教育に適 した原子炉

近年 の科学技術の高度化 は、急速な専門分野の

細分化 とコンピュータ化を招 き、総合的に実物を

学ぶ機会が少な くな り、 「木を見て森 を見ず」の風

潮が進 んでいる中、総合的視野に立ちマネジメン

トができる技術者の減少に私は強い危惧を感 じる。

原子力の安全確保を持続的に維持 し、原子力 を平
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和利用するためには、若い時代か ら緊張を持って

原子炉 を自ら運転 ・利用 した り、放射線 を取 り扱

った りす る実学教育 を経験 した技術者の育成が重

要である。

超低出力で安全性の高い近畿大学原子炉は、原

子力技術者 を目指す学生に とってこれまで学んだ

知識 をフル回転 し、時 々刻 々 と変化す る原子炉 の

状況を総合的視野 に立ち原子炉を実際に運転 し、

学ぶ実践教育に非常に適 した原子炉である。 これ

まで本学研究所は、原子力人材育成や原子 力知識

普及活動の一環 として、「聞いて、見て、触れ て、

実際 に運転 ・実験 し、そ して学ぶ」を 目標 とした

教育、研修会、見学会な どを行 ってきた。

4.原 子力研究所の活動状況

近畿大学原子炉は、熱出力1Wで 極 めて高い安

全性 を有す るとい う特徴を生か し、所内をは じめ

学内外の研究 ・教育 ・社会活動に利用 されてきた。

所内では、原子炉工学、原子力安全学、放射線

計測学、放射線生物学、放射線管理学、保健物理

学等の分野の研究 ・教育に利用 されている。

また、研究所 の職務は、研究 ・教育だけでな く、

年間約180日 の原子炉運転および原子炉 ・核燃料

物質 ・放射性 同位元素等 の管理業務お よび全 国大

学機関 との 「近畿大学原子炉等利用共同研究」・原

子炉研修会 ・見学会 などがあ り、8名 の教員 、2

名 の技術員 と4名 の事務職員で維持 ・運営 してい

る。

学内教育の原子炉利用

昭和36年4月 に開講 された理 工学部原子炉工学

科は、理工学部改組 により平成16年 に閉講 される

までの41年 間、原子力技術者の育成を 目指 して原

子炉を活用 した教育 ・研 究を行った。理工学部改

組後は、理工学部電気電子工学科エネル ギー コー

スとして原子力分野の技術者の育成 を行 っている

が、原子力専門科 目は原子炉工学科の時の約5分

の1程 度で十分な原子力技術者育成 とまでには至

っていない。現在、原子炉および放射線取扱施設

等 を活用 して学部学生実習 を行 っているのは、理

工学部の電気電子工学科環境 ・エネルギー コース

(後期3コ マ)、 生命科学科(前 期3コ マ)お よび

薬学部の薬品放射化学実習(後 期3コ マ)で あ り、

50年 間で約4000名 を超す卒業生を世 に送 った。

学外利用者の原子炉利用

①昭和56年1月 より開始 された 「近畿大学原子

炉等利用共同研究」(大阪大学窓 口)に は、毎年全

国の大学20数 校 から延べ約200名 の利用がある。

②原子力関係学部 ・学科 の学部学生数は、学科

の統合や名称変更で年 々減少 しているが、原子炉

を所有 しない大阪大学、名古屋大学、九州大学、

神戸大学(以 前 の神戸商船大学)、徳島大学の学部

学生が数十年前 よ り自費で毎年約50～60名 、原

子炉運転実習を行ってきた。

平成19年 に経済産業省委託事業 「人材育成プ ロ

グラム事業」 に参加 し、大阪大学、名古屋大学、

九州大学、神戸大学、徳 島大学、福井大学 、福井

工業大学、東海大学、摂南大学(9大 学)約200

名の学部学生の原子炉運転実習を4年 間実施 した。

現在、 この委託事業 がな くな り、参加学生が減少

した ものの9大 学の学部学生が 自費で来校 し、原

子炉運転実習は行われてお り、その間、実習 を受

けた学生数は2500名 を超 している。

③ 日本原子 力産業協会(昭 和62年 より)お よび

関西原子力懇談会(平 成3年)の 委託事業 として、

毎年全国の小 ・中 ・高等学校等の教員や高校生お

よび一般 の方を対象に原子炉運転実験研修会を年

間約10回(延 べ約20日 間)実 施 してい る。また、

放射線利用振興協会や原子力安全技術セ ンターか

ら委託 された原子炉運転実験研修会 も実施 してい

た。 これ まで研修会 を受けた方 は、延 べ約6000

名であ り、原子力知識普及活動に貢献 してきた。

研究所の社会活動

①近年、中 ・高校生や一般 の諸団体の原子炉 の

見学が増加 してお り、昨年度 は約2000名 の来所

があった。

②都市部 の原子力知識普及活動の一環 として、
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平成10年 より毎年原子炉 を公 開 し、関西の原 子力

関係者で組織 している関西原子力情報ネ ッ トサー

フィンの協力を得て、 原子力展 を開催(原 子炉運

転含む)し ている。毎年2日 間で約2千 数百名の

市民や学生等が訪れ る。

③ できるだけ子供たちに原子力や放射線 に親 し

んで もらい、将来のエネルギー ・環境を正 しく考

え、また原子力分野に興味を持ってもらうことを

念願 し、小 ・中 ・高等学校 に出前授業や夏休み科

学教室 ・夏休み親子 自然学習等のイベ ン トの実施

や原子力エネルギー学習室の開設等を行っている。

原子炉設置50年 を振 り返 り、これ まで我々が行

って きた教育 ・研究、共 同利用、他大学学生の教

育そ して原子力知識普及活動等はそれな りの大き

な成果があった もの と自負 してい る。長年 にわた

り、近畿大学原子炉がつつがな く活動できたこと

は、地元住民や 自治体の深い理解のおかげであ り、

また大学本部が原子力教育の重要性 についてぶれ

ることのない信念 で後押 しして くれたおかげであ

ると感謝 している。

私 は、この原子炉を有効かつ活発に、本学だ け

でなく日本 ・世界のために今後 も利用す ることが、

創設者である世耕弘一先生の恩に報いることでは

ないか と振 り返った次第である。
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